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『
太
上
玄
一
眞
人
說
勸
誡
法
輪
妙
經
』
（
『
法
輪
妙
経
』
B
） 

訳
注
ノ
ー
ト
（
二
）
（
テ
キ
ス
ト
２
～
４
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
法
輪
妙
経
』
読
書
会
（
林
佳
恵
・
浅
野
愛
） 

 
 
 

 

 

【
テ
キ
ス
ト
２―

１
（
二
丁
裏
二
～
三
丁
表
八
）
】 

道
言
。
「
夫
受
滅
度
、
因
縁
不
絶
、
得
生
人
道
、
聲
色
端
偉
、
相
好
具
足
、
才
智
明
逹
、
解
了
玄
義
。
或
生
貴
門
・
王
侯

之
家
。
或
爲
人
尊
、
四
海
所
崇
、
男
爲
國
主
、
女
爲
妃
后
、
世
生
貴
子
、
代
代
不
休
。
或
生
於
富
室
、
財
寳
充
足
、
凡
百

施
爲
、
無
所
饑
乏
。
如
此
之
德
、
皆
由
其
前
身
行
業
積
善
願
念
所
致
。
或
處
在
窮
厄
、
不
泰
之
地
、
艱
辛
憂
惱
、
愁
苦
難

忍
、
乃
發
願
慈
心
、
思
念
作
善
、
竭
力
建
功
、
施
種
福
田
、
割
已
救
物
、
損
身
度
人
、
忍
饑
守
廉
、
不
敢
怨
天
、
心
不
念

殺
、
口
無
惡
言
、
敬
愛
道
士
、
唯
善
而
行
、
功
滿
德
備
、
一
滅
一
生
、
其
福
無
量
、
得
如
今
之
報
。
若
能
又
於
今
生
、
抗

志
易
韻
、
棄
禄
學
道
、
宗
師
受
經
、
長
齋
（
注
１
）
念
眞
、
不
妬
不
害
、
緘
口
愼
言
、
愛
師
重
寳
、
存
詠
不
忘
、
當
藉
先

世
之
基
、
二
滅
二
生
、
便
得
神
仙
。
三
宮
九
府
（
注
２
）
記
人
功
過
、
毫
末
必
戴
、
萬
無
差
失
。
其
願
旣
定
、
志
亦
難
奪
。

故
倚
伏
難
窮
。
所
謂
法
輪
之
門
」
。 
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【
テ
キ
ス
ト
２―

１
（
二
丁
裏
二
～
三
丁
表
八
）
訓
読
】 

道
言
ふ
。
「
夫
れ
滅
度
を
受
け
、
因
縁
絶
え
ず
、
人
道
に
生
ま
る
る
を
得
て
、
聲
色
は
端
偉
、
相
好
具
足
し
、
才
智
明
逹

に
し
て
、
玄
義
を
解
了
す
。
或
ひ
は
貴
門
・
王
侯
の
家
に
生
ま
る
。
或
ひ
は
人
尊
と
爲
り
、
四
海
の
崇
ぶ
所
と
な
り
、
男

は
國
主
と
爲
り
、
女
は
妃
后
と
爲
り
、
世
に
貴
子
を
生
み
、
代
代
休
ま
ず
。
或
ひ
は
富
室
に
生
ま
れ
、
財
寳
充
足
し
、
凡

そ
百
施
を
爲
し
て
、
饑
乏
す
る
所
な
し
。
此
く
の
如
き
の
德
、
皆
な
其
の
前
身
の
行
業
し
て
積
善
し
願
念
す
る
を
致
す
所

に
由
る
。
或
ひ
は
處
る
に
窮
厄
、
不
泰
の
地
に
在
り
、
艱
辛
憂
惱
あ
り
、
愁
苦
忍
び
難
け
れ
ば
、
乃
ち
慈
心
を
發
願
し
、

思
念
し
て
善
を
作
し
、
力
を
竭
し
て
功
を
建
て
、
種
を
福
田
に
施
し
、
已
を
割
き
て
物
（
も
つ
）
を
救
ひ
、
身
を
損
ひ
て
人

を
度
し
、
饑
を
忍
び
廉
を
守
り
、
敢
へ
て
天
を
怨
ま
ず
、
心
に
殺
を
念
じ
ず
、
口
に
惡
言
無
く
、
道
士
を
敬
愛
し
、
唯
だ

善
の
み
行
な
ひ
、
功
滿
ち
德
備
は
れ
ば
、
一
滅
一
生
し
て
、
其
の
福
無
量
、
今
の
如
き
の
報
ひ
を
得
た
り
。
若
し
能
く
又

今
生
に
於
い
て
、
志
を
抗
げ
韻
を
易
へ
、
禄
を
棄
て
道
を
學
び
、
師
を
宗
び
經
を
受
け
、
長
齋
し
て
眞
を
念
じ
、
妬
ま
ず

害
さ
ず
、
口
を
緘
じ
言
を
愼
し
み
、
師
を
愛
し
寳
を
重
ん
じ
、
存
詠
し
て
忘
れ
ざ
れ
ば
、
當
に
先
世
の
基
に
藉
り
、
二
滅

二
生
し
て
、
便
ち
神
仙
を
得
べ
し
。
三
官
九
府
、
人
の
功
過
を
記
し
、
毫
末
も
必
ず
戴
す
る
に
、
萬
に
差
失
無
し
。
其
の

願
ひ
旣
に
定
ま
れ
ば
、
志
も
亦
た
奪
ひ
難
し
。
故
に
倚
伏
し
て
窮
し
難
し
。
法
輪
の
門
と
謂
ふ
所
な
り
」
、
と
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
２―

１
（
二
丁
裏
二
～
三
丁
表
八
）
現
代
語
訳
】 

道
は
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
「
そ
も
そ
も
悟
り
を
開
い
て
苦
し
み
を
滅
し
て
煩
悩
の
海
を
渡
り
、
善
い
縁
は
絶
え
る
こ

 
 

『
太
上
玄
一
眞
人
說
勸
誡
法
輪
妙
經
』
（
『
法
輪
妙
経
』
B
）
訳
注
ノ
ー
ト
（
二
） 

（
林
・
浅
野
） 
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と
が
な
く
、
（
天
・
人
・
畜
生
・
餓
鬼
、
地
獄
の
五
道
の
う
ち
の
）
人
の
道
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
声
や
顔
つ
き

は
端
正
で
威
厳
が
あ
り
、
身
体
は
一
つ
と
し
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
才
能
や
智
恵
は
大
変
優
れ
て
い
て
、
（
道
の
）

深
い
教
義
を
理
解
す
る
。
或
い
は
貴
族
の
一
門
や
王
侯
の
家
に
生
ま
れ
る
。
或
い
は
人
の
尊
ぶ
存
在
と
な
り
、
天
下
が
恭

し
く
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
男
で
あ
れ
ば
国
主
と
為
り
、
女
で
あ
れ
ば
妃
后
と
為
り
、
世
の
中
に
貴
い
子
ど
も
を
生

み
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
代
代
続
く
。
或
い
は
裕
福
な
家
に
生
ま
れ
、
財
宝
は
満
ち
足
り
、
凡
そ
百
回
施
し
て
も
、
飢
え

た
り
貧
乏
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
徳
は
、
皆
な
そ
の
前
世
の
身
が
修
行
し
て
善
行
を
積
み
念
願
し

た
こ
と
に
由
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
貧
し
く
て
生
活
に
困
り
、
穏
や
か
で
な
い
地
に
住
ん
で
い
て
、
困
難
で
辛
く
憂
い
や

悩
み
が
あ
り
、
思
い
悩
ん
で
苦
し
み
が
耐
え
難
け
れ
ば
、
、
そ
こ
で
慈
し
み
の
心
を
起
こ
す
誓
い
を
立
て
、
深
く
細
か
く

考
え
て
善
行
を
し
、
力
を
尽
く
し
て
功
徳
を
お
こ
し
て
、
善
行
と
い
う
種
を
福
徳
を
も
た
ら
す
下
地
で
あ
る
福
田
に
播
き
、

自
分
の
持
っ
て
い
る
分
を
割
い
て
衆
生
を
救
済
し
、
我
が
身
の
利
益
を
減
ら
し
て
人
を
悟
り
の
岸
へ
渡
し
、
ひ
も
じ
さ
に

耐
え
て
清
廉
で
あ
る
こ
と
を
守
り
、
敢
え
て
天
を
怨
ま
ず
、
心
に
人
へ
の
殺
意
を
思
う
こ
と
な
く
、
悪
口
を
言
わ
ず
、
道

士
を
敬
愛
し
、
唯
だ
善
行
だ
け
を
行
な
い
、
功
徳
が
滿
ち
て
備
わ
れ
ば
、
一
回
転
生
す
る
と
、
そ
の
福
は
無
量
で
あ
り
、

今
の
よ
う
な
報
い
を
得
る
の
で
あ
る
。
も
し
ま
た
今
生
に
於
い
て
、
志
を
ま
っ
す
ぐ
に
持
っ
て
物
事
の
お
も
む
き
を
変
え
、

世
俗
の
官
吏
の
禄
を
棄
て
て
道
の
教
え
を
学
び
、
師
を
敬
い
重
ん
じ
て
経
典
を
受
け
、
長
齋
し
て
真
理
を
心
に
念
じ
、

（
人
を
）
妬
ま
ず
傷
つ
け
ず
、
口
を
閉
じ
て
言
葉
を
愼
し
み
、
師
と
い
う
宝
を
愛
し
重
ん
じ
、
瞑
想
し
て
（
経
を
）
詠
誦

し
て
（
そ
の
こ
と
を
）
忘
れ
な
け
れ
ば
、
必
ず
前
世
（
の
行
い
）
に
基
づ
い
て
、
二
回
転
生
す
れ
ば
、
便
ち
神
仙
と
な
る

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想 

第
34
号 
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こ
と
が
で
き
る
。
天
上
界
の
三
官
九
府
（
の
役
所
）
は
、
人
の
善
行
悪
行
を
記
録
す
る
の
に
、
ご
く
些
末
な
こ
と
も
必
ず

記
載
し
、
万
一
に
も
誤
記
や
記
録
漏
れ
は
な
い
。
そ
の
願
い
が
既
に
定
ま
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
志
も
ま
た
奪
う
こ
と
は
難

し
く
な
る
。
そ
れ
で
禍
福
が
互
い
に
生
じ
て
も
窮
し
難
い
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
が
）
法
輪
の
門
と
謂
う
理
由
で
あ
る
。
」 

 

【
テ
キ
ス
ト
２―
１
（
二
丁
裏
二
～
三
丁
表
八
）
語
釈
・
注
釈
】 

（
１
）
長
齋
：
道
士
が
己
の
修
行
と
し
て
行
う
齋
。
そ
の
期
間
の
長
い
も
の
を
言
う
。
東
晋
初
の
葛
洪
の
『
抱
朴
子
内

篇
』
巻
十
五
「
雑
應
篇
」
（
『
抱
朴
子
内
篇
校
釋
』
王
明
撰
（
増
訂
本
）
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
、
二
七
五
頁
）
に
は
、

山
に
登
っ
て
疲
れ
な
い
方
法
と
し
て
、
「
凡
乗
蹻
道
有
三
法
。
一
曰
龍
蹻
。
二
曰
虎
蹻
。
三
曰
鹿
盧
蹻
。
（
中
略
）
又
乗

蹻
須
長
齋
、
絶
葷
菜
、
斷
血
食
。
一
年
之
後
、
乃
可
乗
此
三
蹻
耳
。
（
凡
そ
蹻
に
乗
る
道
に
三
法
有
り
。
一
に
曰
く
龍
蹻
。

二
に
曰
く
虎
蹻
。
三
に
曰
く
鹿
盧
蹻
。
（
中
略
）
又
蹻
に
乗
る
に
は
須
く
長
齋
し
、
葷
菜
を
絶
ち
、
血
食
を
斷
つ
べ
し
。

一
年
の
後
、
乃
ち
此
の
三
蹻
に
乗
る
べ
き
の
み
。
）
」
と
あ
り
、
三
種
の
空
飛
ぶ
か
ご
で
あ
る
龍
蹻
、
虎
蹻
、
鹿
盧
蹻
に

乗
る
方
法
を
挙
げ
、
そ
の
か
ご
に
乗
る
た
め
に
は
一
年
間
の
齋
を
し
て
、
そ
の
間
、
匂
い
の
強
い
野
菜
や
肉
食
を
絶
っ
て

素
食
を
守
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
年
の
期
間
、
素
食
し
て
齋
を
行
う
こ
と
を
「
長
齋
」
と
述
べ
て

い
る
。
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
の
テ
キ
ス
ト
４
に
あ
る
「
無
上
八
門
開
度
法
輪
偈
頌
」
に
も
、
「
長
齋
幽
阜
」
と
「
長
齋
」
の

語
が
見
え
、
そ
の
後
に
「
不
倦
晝
㝠 

切
栢
中
餐 

素
水
兼
𤃩
」
と
あ
り
、
昼
夜
倦
ま
ず
齋
を
行
い
、
栢
の
葉
を
食
事
と

し
、
た
だ
の
水
を
飲
む
こ
と
が
見
え
、
こ
こ
で
も
長
齋
は
素
食
し
て
行
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（
「
長
齋
」
に
つ
い
て
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は
、
『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
第
三
十
一
号
（
二
〇
二
三
年
）
掲
載
の
「
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
一
勸
戒
經
』
訳
注

ノ
ー
ト
」
（
林
佳
恵
・
浅
野
愛
）
の
注
33
も
参
照
の
こ
と
。
） 

（
２
）
三
宮
九
府
：
天
界
の
役
所
の
こ
と
。
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
で
は
、
「
三
宮
九
府
記
人
功
過
」
と
あ
る
が
、
古
霊
宝
経

（
東
晋
末
劉
宋
期
に
か
け
て
の
成
立
と
推
測
さ
れ
て
い
る
道
教
経
典
群
）
の
一
つ
、
『
太
上
大
道
三
元
品
戒
謝
罪
上
法
』

（
Ｈ
Ｙ
四
一
七
）
に
は
「
三
宮
九
府
百
二
十
曹
、
考
逮
削
落
黒
簡
、
斷
絶
宿
根
（
三
宮
九
府
百
二
十
曹
、
考
逮
し
て
黒
簡

を
削
落
し
、
宿
根
を
斷
絶
す
）
」
（
十
六
丁
表
）
と
あ
る
。
こ
の
経
典
で
は
、
天
上
界
の
い
ず
れ
か
の
籙
目
に
記
さ
れ
て

い
る
自
分
の
犯
し
た
罪
を
謝
し
、
許
し
を
請
い
、
罪
あ
る
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
黒
簡
を
削
除
す
る
こ
と
を
請
う
謝
罪

法
が
説
か
れ
て
い
る
。
古
霊
宝
経
が
作
ら
れ
た
当
時
に
は
、
こ
の
「
三
宮
九
府
」
が
人
の
善
悪
功
過
を
司
る
所
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
２―

２
（
三
表
九
～
三
裏
七
）
】 

道
言
。
「
諸
道
士
及
百
姓
子
男
女
人
、
或
生
而
好
道
、
奉
師
受
經
、
於
家
修
奉
、
施
安
髙
座
、
朝
夕
朝
禮
、
齋
直
（
注
３
）

燒
香
、
無
有
懈
怠
、
愛
好
三
寳
、
恒
如
饑
渴
。
廢
家
翫
樂
、
不
務
生
業
、
不
𡜍
不
害
、
不
滛
不
殺
、
守
情
忍
色
、
所
營
在

法
。
如
此
之
行
、
皆
由
其
前
身
、
供
養
道
士
、
勸
助
師
宗
、
奉
香
然
燈
、
建
立
福
田
、
損
身
施
惠
、
救
厄
䘏
貧
。
功
滿
德

普
、
一
滅
一
生
、
得
如
今
之
業
。
從
此
不
退
、
便
坐
致
神
仙
、
縱
道
業
未
備
、
運
應
更
輪
、
尅
得
尸
解
、
㑹
成
眞
人
也
」
。 

 

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
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【
テ
キ
ス
ト
２―

２
（
三
表
九
～
三
裏
七
）
訓
読
】 

道
言
ふ
。
「
諸
ゝ
の
道
士
及
び
百
姓
子
男
女
の
人
、
或
ひ
は
生
れ
て
道
を
好
み
、
師
を
奉
じ
經
を
受
け
、
家
に
於
て
修
奉

し
、
高
座
に
施
し
安
ん
じ
、
朝
夕
に
朝
禮
し
、
齋
直
し
燒
香
し
、
懈
怠
有
る
こ
と
無
く
、
三
寳
を
愛
好
す
る
こ
と
、
恒
に

饑
渴
す
る
が
如
し
。
家
の
翫
樂
を
廢
し
、
生
業
に
務
め
ず
、
𡜍
（
ね
た
）
ま
ず
害
さ
ず
、
滛
せ
ず
殺
さ
ず
、
情
を
守
り
色
を

忍
び
、
營
む
と
こ
ろ
は
法
に
在
り
。
此
く
の
如
き
の
行
、
皆
な
其
の
前
身
の
、
道
士
を
供
養
し
、
師
を
勸
助
し
宗
び
、
奉

香
し
然
燈
し
、
福
田
を
建
立
し
、
身
を
損
ひ
て
惠
み
を
施
し
、
厄
を
救
け
貧
を
䘏
（
す
く
）
ふ
に
由
る
。
功
滿
ち
德
普
く
せ

ば
、
一
滅
一
生
し
て
、
今
の
如
き
の
業
を
得
た
り
。
此
れ
に
從
り
て
退
か
ざ
れ
ば
、
便
ち
坐
し
て
神
仙
を
致
し
、
縱
ひ
道

業
未
だ
備
は
ら
ざ
る
も
、
運
應
に
更
に
輪
り
、
尅
く
尸
解
を
得
て
、
㑹
（
か
な
ら
）
ず
眞
人
と
成
る
べ
き
な
り
」
と
。 

  

【
テ
キ
ス
ト
２―

２
（
三
丁
表
九
～
三
丁
裏
七
）
現
代
語
訳
】 

道
は
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
「
諸
も
ろ
の
道
士
及
び
一
般
の
男
女
の
人
々
は
、
或
る
者
は
生
れ
て
か
ら
道
（
の
教
え
）

を
好
み
、
師
を
大
切
に
し
て
仕
え
て
経
を
受
け
、
家
で
修
行
し
て
（
道
を
）
奉
り
、
高
座
に
（
座
る
道
士
に
）
布
施
を
し

て
心
を
穏
や
か
に
し
、
朝
夕
に
拝
礼
し
、
決
ま
っ
た
時
日
に
斎
を
行
い
燒
香
し
、
怠
た
る
こ
と
が
無
く
、
（
道
宝
・
経

宝
・
師
宝
の
）
三
宝
を
愛
（
い
つ
く
）
し
み
好
む
こ
と
は
、
い
つ
も
飢
え
渇
い
た
者
が
食
料
や
水
を
求
め
る
か
の
よ
う
で
あ

る
。
家
の
娯
楽
を
や
め
、
（
世
俗
の
）
生
活
の
た
め
の
仕
事
に
励
む
こ
と
を
せ
ず
、
（
人
を
）
𡜍
（
ね
た
）
ん
だ
り
傷
つ
け
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た
り
、
み
だ
ら
な
こ
と
を
し
た
り
殺
生
を
し
た
り
せ
ず
、
心
の
動
き
を
制
御
し
色
欲
を
抑
え
、
教
え
に
あ
る
こ
と
を
行
う
。

こ
の
よ
う
な
行
い
は
、
皆
な
そ
の
人
の
前
世
に
、
道
士
を
供
養
し
、
師
を
勧
助
し
て
敬
い
、
香
を
奉
じ
て
灯
火
を
と
も
し
、

福
徳
あ
る
功
徳
を
立
て
、
自
分
の
持
て
る
物
を
削
っ
て
（
そ
れ
で
人
々
に
）
恵
み
を
施
し
、
災
厄
（
に
遭
っ
た
人
）
を
救

け
貧
し
い
（
人
）
を
救
済
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
功
徳
が
滿
ち
て
行
き
渡
っ
た
の
で
、
一
度
転
生
す
る
こ
と
で
、

今
の
よ
う
な
所
業
を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
退
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で
坐
し
た
ま
ま
神
仙
に
な
る
こ
と

が
で
き
、
た
と
え
道
の
教
え
が
未
だ
備
わ
っ
て
い
な
く
て
も
、
運
は
必
ず
更
に
廻
っ
て
、
首
尾
よ
く
尸
解
（
仙
）
と
な
っ

て
、
必
ず
真
人
と
成
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
」 

 

【
テ
キ
ス
ト
２―

２
（
三
丁
表
九
～
三
丁
裏
七
）
語
釈
・
注
釈
】 

（
３
）
齋
直
：
道
敎
に
お
い
て
、
決
ま
っ
た
時
日
に
齋
を
行
う
こ
と
。
道
教
で
は
、
一
年
に
六
月
の
齋
月
と
ひ
と
月
に
十

日
の
齋
日
が
あ
る
。
『
三
洞
珠
嚢
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
一
）
巻
五
、
「
長
齋
品
」
九
丁
裏
に
引
く
『
太
眞
科
』
に
依
れ
ば
、

齋
月
は
、
一
月
、
三
月
、
五
月
、
七
月
、
九
月
、
十
一
月
。
齋
日
は
、
一
日
、
八
日
、
十
四
日
、
十
五
日
、
十
八
日
、
二

十
三
日
、
二
十
四
日
、
二
十
八
日
、
二
十
九
日
、
三
十
日
。
こ
の
十
日
の
齋
日
に
行
う
齋
を
「
十
直
齋
」
と
い
う
。
な
お
、

『
弘
明
集
』
巻
十
三
に
収
め
る
東
晋
の
郗
超
（
三
三
六
～
三
七
七
）
の
『
奉
法
要
』
に
は
、
「
已
行
五
戒
、
使
修
歳
三
月

六
齋
（
已
に
五
戒
を
行
ひ
、
歳
三
月
六
の
齋
を
修
せ
し
む
）
」
（
大
正
大
蔵
経
第
五
二
巻
、
八
六
頁
ｂ
）
と
あ
り
、
東
晋

期
の
仏
教
で
は
、
年
間
に
一
月
、
五
月
、
九
月
の
月
前
半
に
斎
を
行
う
「
歳
三
」
の
齋
月
、
及
び
月
の
八
日
、
十
四
日
、
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十
五
日
、
二
十
三
日
、
二
十
九
日
、
三
十
日
の
六
日
の
「
月
六
」
の
齋
日
が
規
定
さ
れ
、
定
め
ら
れ
た
時
日
に
齋
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
道
教
の
齋
直
は
『
三
洞
珠
嚢
』
の
記
述
を
見
る
と
、
こ
の
仏
教
の
「
歳
三
月
六
」
の
齋
と
同
じ

時
日
を
含
む
形
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
王
皓
月
氏
の
博
士
論
文
『
霊
宝
経
の
研
究
』
（
二
〇
一

二
年
、
早
稲
田
大
学
）
の
補
論
「
『
旨
敎
經
』
の
成
立
と
内
容
」
の
五
、
「
六
月
齋
と
十
日
齋
」
を
参
照
の
こ
と
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
３
（
三
丁
裏
八
～
四
丁
裏
二
）
】 

道
言
、
「
吾
歷
觀
諸
天
、
從
無
數
劫
來
、
見
諸
道
士
百
姓
子
男
女
人
、
巳
得
無
上
正
眞
之
道
、
髙
仙
眞
人
、
自
然
十
方
諸

聖
、
皆
受
前
生
勤
苦
、
求
道
不
可
稱
計
。
投
身
棄
命
（
注
４
）
、
無
有
限
量
、
廣
建
功
徳
、
發
大
乗
之
心
（
注
５
）
、
長

齋
苦
行
、
市
諸
香
油
、
然
十
燈
百
燈
千
燈
無
量
之
數
、
光
映
十
方
（
注
６
）
、
照
耀
諸
天
、
晻
㝠
普
消
。
金
寳
珍
貨
、
以

散
道
路
、
供
給
窮
乏
、
損
身
割
已
、
奉
師
效
心
、
無
悋
惜
心
、
念
前
生
不
得
。
如
今
當
盡
心
、
開
度
衆
生
、
預
是
鳥
獸
、

莫
不
歸
仁
。
於
是
惠
澤
流
溢
、
功
感
諸
天
、
身
得
金
剛
七
十
二
相
（
注
７
）
、
項
負
圎
明
、
洞
映
太
空
（
注
８
）
、
位
登

髙
仙
。
此
福
巍
巍
、
難
可
稱
述
。
如
此
之
比
、
有
無
鞅
之
數
。
皆
積
行
所
得
、
非
唯
一
生
學
而
成
也
。
來
生
爲
學
、
入
吾

法
門
、
當
瞻
之
先
世
、
以
期
神
仙
。
功
滿
徳
普
、
尅
入
自
然
至
眞
之
塲
（
注
９
）
也
。
今
說
法
輪
偈
頌
三
篇
（
注
10
）
」
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
３
（
三
丁
裏
八
～
四
丁
裏
二
）
訓
読
】 

道
言
ふ
、
「
吾
は
諸
天
を
歷
觀
し
、
無
數
の
劫
從
り
來
（
こ
の
か
た
）
、
諸
々
の
道
士
百
姓
子
男
女
の
人
を
見
る
に
、
巳
得
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無
上
正
眞
の
道
、
髙
仙
眞
人
、
自
然
十
方
諸
聖
、
皆
な
前
生
に
勤
苦
を
受
け
、
道
を
求
む
る
こ
と
稱
げ
て
計
か
る
べ
か
ら

ず
。
身
を
投
じ
命
を
棄
つ
る
こ
と
、
限
量
有
る
無
く
、
廣
く
功
徳
を
建
て
、
大
乗
の
心
を
發
し
、
長
齋
し
苦
行
し
、
諸
々

の
香
油
を
市
（
か
）
ひ
、
十
燈
百
燈
千
燈
無
量
の
數
を
然
ぜ
ば
、
光
は
十
方
に
映
え
、
諸
天
を
照
耀
し
、
晻
㝠
普
く
消
ず
。

金
寳
珍
貨
、
以
て
道
路
に
散
じ
、
窮
乏
に
供
給
し
、
身
を
損
ひ
己
を
割
き
、
師
を
奉
じ
て
心
を
效
し
、
悋
惜
す
る
心
無
く
、

前
生
に
得
ざ
る
を
念
ず
。
如
し
今
當
に
心
を
盡
し
、
衆
生
を
開
度
せ
ば
、
是
に
預
る
鳥
獸
の
、
仁
に
歸
せ
ざ
る
は
莫
し
。

是
に
於
ひ
て
惠
澤
流
溢
し
、
功
は
諸
天
に
感
じ
、
身
に
金
剛
七
十
二
相
を
得
、
項
に
圎
明
を
負
ひ
、
太
空
に
洞
映
し
、
位

は
髙
仙
に
登
る
。
此
の
福
巍
巍
と
し
て
、
稱
げ
て
述
べ
難
し
。
此
く
の
如
き
の
比
（
た
ぐ
い
）
、
無
鞅
の
數
有
り
。
皆
な
行

を
積
み
て
得
る
所
、
唯
だ
一
生
學
ぶ
の
み
に
て
成
る
に
非
ざ
る
な
り
。
來
生
に
學
を
爲
し
、
吾
が
法
門
に
入
る
は
、
當
に

之
を
先
世
に
瞻
（
み
）
て
、
以
て
神
仙
を
期
す
べ
し
。
功
滿
ち
徳
普
く
せ
ば
、
尅
く
自
然
至
眞
の
塲
に
入
る
な
り
。
今
法

輪
偈
頌
三
篇
を
說
く
」
と
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
３
（
三
丁
裏
八
～
四
丁
裏
二
）
現
代
語
訳
】 

道
は
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
「
私
は
諸
天
を
歷
觀
し
、
無
數
の
劫
よ
り
以
来
（
の
長
い
間
）
、
諸
々
の
道
士
や
一
般
の

男
女
の
人
々
を
見
て
き
た
が
、
已
に
無
上
正
眞
の
道
を
得
た
も
の
、
高
仙
眞
人
、
自
然
十
方
の
諸
聖
は
、
皆
な
前
世
で
勤

苦
を
受
け
な
が
ら
、
道
を
求
め
て
き
た
こ
と
は
数
え
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
身
を
投
じ
て
命
を
棄
て
る
こ
と
に
、
限

り
が
有
る
こ
と
は
無
く
、
廣
く
功
徳
を
建
て
て
、
（
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
い
う
）
大
乗
の
心
を
発
揮
し
、
長
齋
し
苦
行

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想 

第
34
号 



- 191 - 

し
て
、
諸
々
の
香
油
を
買
い
求
め
て
、
十
燈
百
燈
千
燈
と
無
量
の
數
の
灯
火
を
と
も
せ
ば
、
光
は
十
方
に
映
え
、
諸
天
を

明
る
く
照
ら
し
、
暗
い
と
こ
ろ
は
普
く
消
え
る
。
金
や
珍
し
い
宝
物
を
、
道
路
に
散
じ
て
、
窮
乏
す
る
も
の
に
供
給
し
、

自
分
が
多
少
困
ろ
う
と
も
自
分
の
持
て
る
物
を
割
い
て
（
そ
れ
を
施
し
）
、
師
を
奉
じ
て
心
を
（
求
道
に
）
寄
せ
、
惜
し

む
心
は
無
く
、
前
世
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
う
。
も
し
今
ま
さ
に
心
を
盡
く
し
て
、
衆
生
を
開
度
す
れ
ば
、
開
度

を
受
け
た
鳥
獸
で
、
仁
に
歸
さ
な
い
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
恩
惠
は
溢
れ
流
れ
、
功
は
諸
天
に
感
応
し
、

そ
の
身
に
は
金
剛
七
十
二
相
を
得
て
、
項
に
は
円
形
の
光
を
負
い
、
大
空
を
つ
ら
ぬ
い
て
照
り
輝
き
、
髙
仙
の
位
に
登
る
。

こ
の
福
は
高
く
大
き
く
、
言
葉
に
す
る
こ
と
も
難
か
し
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
数
限
り
な
く
あ
る
。
皆
な

修
行
を
積
ん
で
得
る
所
で
あ
り
、
唯
だ
一
た
び
の
生
涯
の
間
に
學
ん
だ
だ
け
で
成
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
來
生
に
（
道

を
）
學
ん
で
、
我
が
法
門
に
入
る
に
は
、
當
に
こ
の
こ
と
を
前
世
に
見
て
（
知
り
）
、
そ
う
し
て
神
仙
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
べ
き
で
あ
る
。
功
徳
が
普
く
滿
ち
れ
ば
、
自
然
な
状
態
で
、
且
つ
至
っ
て
真
な
る
場
所
（
無
為
の
境
地
）
に
入
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
（
そ
こ
で
）
今
法
輪
偈
頌
三
篇
を
（
そ
な
た
に
）
説
く
こ
と
に
し
よ
う
」
、
と
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
３
（
三
丁
裏
八
～
四
丁
裏
二
）
語
釈
・
注
釈
】 

（
４
）
投
身
棄
命
：
こ
の
句
に
続
い
て
、
「
無
有
限
量
、
廣
建
功
徳
、
發
大
乗
之
心
」
と
あ
り
、
修
行
を
す
る
者
が
功
徳

を
積
み
、
ま
た
道
を
求
め
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
「
投
身
棄
命
」
す
る
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
「
投
身
」
の
例

と
し
て
、
古
霊
宝
経
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』
巻
下
（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
）
一
丁
裏
～
二
丁
に
か
け
て
、
阿
丘
曽
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と
い
う
女
性
が
道
を
求
め
て
火
の
中
に
身
を
投
じ
、
そ
れ
に
よ
り
直
ち
に
男
身
と
な
り
、
道
（
太
上
道
君
）
の
前
に
至
る
、

と
い
う
話
が
見
え
る
。
こ
こ
で
阿
丘
曾
は
、
「
投
身
火
中
」
す
る
に
先
立
っ
て
、
「
今
遭
幸
會
、
身
觀
天
尊
、
歸
身
十
方

天
中
之
天
。
願
賜
禁
戒
、
遵
承
法
文
、
拔
諸
惡
根
、
早
得
轉
輪
、
改
爲
男
形
。
萬
劫
之
後
、
冀
得
飛
仙
（
今
幸
會
に
遭
ひ
、

身
は
天
尊
を
觀
ぜ
ば
、
身
を
十
方
天
中
の
天
に
歸
せ
ん
。
願
は
く
は
禁
戒
を
賜
り
、
法
文
を
遵
承
し
、
諸
惡
の
根
を
拔
き
、

早
く
轉
輪
す
る
を
得
て
、
改
め
て
男
形
と
爲
ら
ん
こ
と
を
。
萬
劫
の
後
、
冀
は
く
は
飛
仙
を
得
ん
こ
と
を
）
」
（
二
丁

表
）
と
言
上
し
て
い
る
。
同
様
の
「
投
身
」
の
例
は
他
に
も
あ
り
、
古
霊
宝
経
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
文
度
人
本
行
妙

経
』
（
敦
煌
文
書
Ｐ
三
〇
二
二
ｖ/

『
中
華
道
蔵
』
第
三
巻
三
〇
八
頁
下
段
～
三
〇
九
頁
中
段
参
照
）
に
は
、
東
方
安
寶

華
林
青
靈
始
老
帝
君
に
つ
い
て
、
幾
度
も
転
生
を
繰
り
返
し
、
女
身
に
生
ま
れ
た
時
に
早
く
転
生
し
て
功
徳
を
更
に
重
ね

る
為
に
、
蒼
海
の
深
い
淵
に
身
を
投
じ
、
男
身
を
得
て
「
道
」
の
前
に
至
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
「
今

當
投
身
碧
海
、
没
命
於
天
、
冀
我
形
魂
早
得
轉
輪
、
更
建
功
徳
萬
劫
之
中
。
冀
見
道
真
（
今
當
に
碧
海
に
身
を
投
じ
、
命

を
天
に
没
し
て
、
我
が
形
魂
早
く
轉
輪
を
得
て
、
更
に
功
徳
を
萬
劫
の
中
に
建
つ
る
を
冀
ふ
べ
し
。
冀
は
く
は
道
真
に
見

え
ん
こ
と
を
）
」
（
三
〇
九
頁
中
段
）
と
あ
る
。
二
つ
の
経
典
で
、
女
性
が
功
徳
を
建
て
る
為
に
「
投
身
」
し
て
男
子
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
「
道
」
の
前
に
到
る
、
と
い
う
共
通
し
た
モ
チ
ー
フ
が
見
え
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
が
、
更
に
注
目

し
た
い
こ
と
は
、
火
中
や
海
中
に
投
身
し
て
没
す
る
こ
と
で
、
転
生
を
早
め
て
功
徳
を
建
て
る
（
そ
れ
に
よ
り
、
更
に
登

仙
に
至
る
）
、
と
い
う
考
え
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
法
輪
妙
経
』
で
も
、
仙
公
が
「
投
身
棄
命
」
を
繰
り
返
し
て
功
徳

を
建
て
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
投
身
棄
命
」
と
は
、
何
度
も
転
生
を
繰
り
返
し
て
多
く
の
功
徳
を
積
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む
為
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
か
ら
、
『
法
輪
妙
経
』
で
は
、
得
道
成
仙
に
は

長
時
間
の
修
行
を
要
す
る
と
考
え
、
そ
の
為
の
具
体
的
な
方
法
が
、
転
生
を
重
ね
て
、
そ
の
間
に
修
行
し
多
く
の
功
徳
を

建
て
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
登
仙
の
手
段
と
し
て
「
煉
度
」
と
い
う
概
念
は
、
ま
だ
『
法
輪
妙

經
』
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
経
典
の
成
立
年
代
を
推
定
す
る
上
で
、
手
が
か
り
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
る
。
な

お
、
道
教
に
お
け
る
得
道
成
仙
の
方
法
は
、
無
数
の
転
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
の
間
に
修
行
し
て
功
徳
を
積
み
、
そ

の
宿
縁
に
よ
っ
て
成
仙
す
る
と
い
う
も
の
か
ら
、
無
数
の
転
生
を
必
要
と
し
な
い
「
煉
度
」
に
よ
っ
て
成
さ
れ
る
、
と
い

う
も
の
に
変
遷
し
て
い
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
と
し
て
、
劉
屹
氏
の
論
文
「
霊
宝
経
中
的
阿
丘
曾
故
事
研

究
」
（
『
漢
学
研
究
学
刊
』
第
九
巻
、
二
〇
一
八
年
、
一
～
四
六
頁
）
が
あ
る
。 

 

（
５
）
大
乗
之
心
：
「
發
大
乗
之
心
」
の
表
現
中
に
見
え
る
「
大
乗
」
の
語
は
、
こ
の
経
典
中
、
「
小
乗
」
の
語
を
以
て

対
比
さ
せ
る
よ
う
な
記
述
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
経
典
で
の
「
大
乗
」
は
、
仏
教
に
お
け
る
「
小

乗
」
に
対
す
る
「
大
乗
」
、
と
い
う
教
え
の
優
劣
を
重
大
な
問
題
と
考
え
て
両
者
の
対
立
関
係
を
示
す
用
語
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
純
に
「
す
ぐ
れ
た
、
素
晴
ら
し
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

古
霊
宝
経
で
は
、
概
ね
「
大
乗
」
の
語
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
古
霊
宝
経

の
『
太
上
諸
天
靈
書
度
命
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
二
三
）
に
「
其
道
高
妙
、
衆
經
之
尊
、
養
生
護
死
、
大
乗
法
門
（
其
の
道
は
高

妙
、
衆
經
の
尊
、
生
を
養
ひ
死
を
護
る
、
大
乗
の
法
門
な
り
）
」
（
一
九
丁
表
）
と
あ
り
、
「
高
妙
な
道
」
で
あ
り
、
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「
衆
経
の
尊
ぶ
」
と
こ
ろ
で
あ
る
も
の
を
「
大
乗
の
法
門
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
「
大
乗
」
を
「
す
ぐ
れ
た
も
の
、

素
晴
ら
し
い
も
の
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
て
い
る
例
と
言
え
る
。
ま
た
、
古
霊
宝
経
の
『
太
極
眞
人
敷
靈
寶
齋
威
儀
諸

經
要
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
五
三
二
）
の
十
八
丁
表
に
は
、
「
多
是
浮
華
淺
薄
之
人
、
聲
色
在
心
、
志
無
大
雅
、
好
學
小
乘
法
（
多

く
是
れ
浮
華
淺
薄
の
人
、
聲
色
心
に
在
り
、
志
に
大
雅
無
く
、
好
み
て
小
乘
の
法
を
學
ぶ
）
」
と
あ
り
、
う
わ
べ
ば
か
り

飾
っ
て
実
質
の
な
い
人
は
、
「
小
乗
の
法
」
即
ち
、
レ
ベ
ル
の
低
い
教
え
を
学
ぶ
こ
と
を
好
む
、
と
述
べ
て
い
て
、
こ
こ

で
は
「
小
乗
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
但
し
、
「
小
乗
の
法
」
を
好
む
者
で
あ
る
「
浮
華
淺
薄
之
人
」
と
い
う
表
現
か

ら
は
、
明
確
な
「
自
利
の
人
」
と
い
う
含
み
ま
で
は
見
え
な
い
。
こ
れ
も
特
に
「
大
乗
」
と
対
比
さ
せ
て
、
そ
れ
よ
り
劣

る
も
の
と
し
て
「
小
乗
」
を
用
い
て
い
る
用
例
で
は
な
い
、
と
考
え
る
。
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
の
こ
の
部
分
は
、
こ
の
後
に

布
施
を
し
、
多
く
の
も
の
を
救
済
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
（
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
い
う
）
大
乗
の

心
」
と
訳
し
た
。 

 

（
６
）
十
方
：
東
、
南
、
西
、
北
の
四
方
位
（
四
方
）
と
、
東
南
、
南
西
、
西
北
、
北
東
の
四
方
位
（
四
隅
）
に
、
上
方
、

下
方
を
併
せ
た
、
空
間
の
方
位
観
念
。
注
18
参
照
。 

 

（
７
）
金
剛
七
十
二
相
：
金
剛
は
、
雷
光
、
或
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
指
し
、
そ
こ
か
ら
、
堅
固
で
壊
れ
ず
、
強
力
な
光
を

放
つ
も
の
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
金
剛
」
は
「
七
十
二
相
」
を
修
飾
し
、
「
堅
固
不
壊
で
強
力
な
光
を
放
つ
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七
十
二
種
の
相
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
七
十
二
相
は
、
真
人
が
具
足
す
る
七
十
二
種
の
佳
相
で
あ
り
、

『
三
洞
珠
嚢
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
三
一
）
巻
八
「
相
好
品
」
に
引
く
、
『
大
劫
上
經
』
に
「
上
皇
上
古
眞
人
七
十
二
相
、
八
十

一
種
好
」
（
一
丁
裏
）
と
あ
り
、
十
～
十
一
丁
に
は
、
真
人
が
具
足
す
る
七
十
二
相
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以

下
、
こ
の
七
十
二
相
を
挙
げ
る
が
、
七
十
二
相
の
確
認
を
目
的
と
す
る
だ
け
な
の
で
、
訓
訳
は
付
け
な
い
。 

又
至
道
七
十
二
相
具
足
。
則
白
日
昇
天
者
、
故
靈
寶
三
部
八
景
云
。
二
十
四
相
在
上
分
者
、
一
者
兩
目
有
雙
光
、
二

者
兩
眉
如
初
生
雙
月
、
三
者
髮
如
紺
青
色
、
四
者
頂
生
雲
髻
如
紫
金
印
、
五
者
頭
頂
四
圓
、
六
者
頭
部
上
圓
下
方
如

紫
金
山
、
七
者
天
中
光
起
、
八
者
金
華
分
中
有
七
寶
光
、
九
者
玄
丹
分
中 

有
雙
天
柱
、
十
者
太
皇
分
中
方
如
玉
璽
、

十
一
者
明
堂
分
中
圓
如
車
輪
自
然
白
毫
、
十
二
者
洞
房
分
中
有
紅
暈
紫
絡
、
十
三
者
泥
丸
分
中
金
精
流
液
混
合
萬
端
、

十
四
者
兩
耳
如
金
城
郭
、
十
五
者
面
如
紅
蓮
圓
如
滿
月
、
十
六
者
睫
如
雙
皇
太
微
、
十
七
者
兩
目
臉
如
雙
月
上
弦
眼

瞳
清
徹
緩
而
不
瞬
、
十
八
者
兩
耳
後
如
北
斗
柄
、
十
九
者
鼻
如
金
柱
具
三
窗
、
二
十
者
口
如
丹
朱
咽
内
三
處
津
液
流

出
具
足
無
量
微
妙
聲
音
、
二
十
一
者
通
骨
軿
齒
、
二
十
二
者
舌
有
金
流
廣
長
覆
面
、
二
十
三
者
頰
如
師
子
頤
如
印
科
、

二
十
四
者
頭
如
天
柱
具
足
三
要
。 

靈
寶
三
部
八
景
二
十
四
相
在
中
分
者
、
一
者
心
具
九
孔
孔
有
九
毛
、
二
者
胸
前
如
重
文
貝
萬
輻
相
輪
字
相
分
明
、
三

者
正
身
平
立
兩
手
摩
膝
、
四
者
兩
腋
下
平
滿
如
樞
星
、
五
者
身
相
如
璇
璣
、
六
者
心
左
如
太
光
宫
、
七
者
心
右
如
太

玄
宫
、
八
者
腹
垂
如
懸
盤
、
九
者
臍
如
靈
寶
珠
、
十
者
臍
一
具
足
三
要
、
十
一
者
龍
顔
鳳
姿
、
十
二
者
陰
相
如
蓮
子
、

十
三
者
背
平
直
如
騰
雲
、
十
四
者
背
左
如
東
華
闕
、
十
五
者
背
右
如
西
靈
闕
、
十
六
者
坐
如
蹲
龍
、
十
七
者
倚
如
牽
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牛
、
十
八
者
行
如
鳳
翔
、
十
九
者
髓
化
成
骨
骨
如
盤
龍
、
二
十
者
華
顔
玉
質
、
二
十
一
者
金
暉
紫
貌
、
二
十
二
者
兩

乳
如
𩵄
魅
、
二
十
三
者
兩
乳
下
如
南
辰
、
二
十
四
者
通
身
紫
色
紅
暈
曜
日 

靈
寶
三
部
八
景
二
十
四
相
在
下
分
者
、
一
者
兩
足
平
滿
如
雙
輪
闕
、
二
者
兩
足
下
具
千
輻
輞
輪
相
、
三
者
兩
足
下
策

如
天
河
、
四
者
兩
足
指
長
合
縵
綱
具
足
、
五
者
兩
足
下
有
蓮
花
相
輪
登
、
六
者
兩
足
跟
具
足
滿
好
分
明
、
七
者
兩
足

趺
高
平
好
與
跟
相
稱
、
八
者
兩
足
踝
垣
然
、
九
者
兩
脛
如
雙
柱
、
十
者
兩
膊
如
覆
金
船
、
十
一
者
一
孔
一
毛
首
色
柔

軟
右
旋
、
十
二
者
兩
膝
珂
如
魒
星
、
十
三
者
兩
膝
内
如
騫
實
、
十
四
者
兩
膝
外
如
騫
花
、
十
五
者
膝
上
如
玉
匣
、
十

六
者
股
如
雙
玉
軸
、
十
七
者
兩
股
内
如
玉
衡
、
十
八
者
兩
股
外
如
金
梁
、
十
九
者
兩
股
上
有
玉
光
、
二
十
者
兩
股
通

有
雙
骨
如
盤
龍
、
二
十
一
者
金
骨
玉
髓
内
外
洞
見
、
二
十
二
者
通
身
廣
長
力
如
金
剛
、
二
十
三
者
色
如
紫
金
不
少
不

乏
、
二
十
四
者
通
身
明
净
洞
照
十
方
多
諸
智
慧
玄
覺
未
然
三
界
九
道
一
切
蒼
生
常
願
聞
見
也
。
夫
大
乘
萬
行
圓
滿
具

足
七
十
二
相
、
斬
來
人
間
超
然
、
白
日
昇
天
成
無
上
至
道
萬
仙
之
宗
、
衆
聖
之
尊
。 

 

以
上
、
霊
宝
三
部
八
景
の
上
中
下
二
十
四
相
、
計
七
十
二
相
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
『
大
智
度
論
』

（
『
大
正
大
蔵
経
』
第
二
十
五
巻
所
収
）
巻
四
な
ど
に
見
え
る
仏
の
三
十
二
相
の
内
、
例
え
ば
「
足
下
安
平
立
相
」
、

「
足
下
二
輪
相
」
に
該
当
す
る
も
の
が
二
十
四
相
在
下
分
の
第
一
相
「
兩
足
平
滿
如
雙
輪
闕
」
、
仏
の
「
手
足
指
縵
網

相
」
に
該
当
す
る
も
の
が
二
十
四
相
在
下
分
の
第
四
相
「
兩
足
指
長
合
縵
綱
具
足
」
、
仏
の
「
正
立
手
摩
膝
相
」
に
該
当

す
る
も
の
が
二
十
四
相
在
中
分
の
第
三
相
「
正
身
平
立
兩
手
摩
膝
」
、
仏
の
「
大
舌
相
」
に
該
当
す
る
も
の
が
二
十
四
相

在
上
分
の
二
十
二
相
「
舌
有
金
流
廣
長
覆
面
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
仏
の
三
十
二
相
に
通
じ
る
相
が
見
え
る
。
但
し
、
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眞
人
の
相
の
中
に
、
仏
の
三
十
二
相
が
す
べ
て
完
全
に
合
致
す
る
形
で
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
二
十
四
相

在
中
分
の
「
六
者
心
左
如
太
光
宫
、
七
者
心
右
如
太
玄
宫
」
の
よ
う
な
、
道
教
独
自
の
相
と
言
え
る
も
の
が
多
く
見
え
る
。

こ
こ
か
ら
、
『
三
洞
珠
嚢
』
の
「
七
十
二
相
、
八
十
一
種
好
」
と
言
う
表
現
は
、
仏
教
の
仏
及
び
轉
輪
聖
王
に
備
わ
る
と

さ
れ
る
「
三
十
二
相
、
八
十
種
好
」
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
そ
こ
に
道
教
独
自
の
要
素
を
加
え
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
仙
公
の
場
合
は
、
真
人
な
の
で
、
恐
ら
く
前
掲
の
霊
宝
三
部
八
景
二
十
四
相
の
よ
う
な
七
十
二
相
を
想
定
し

て
、
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
で
は
「
金
剛
七
十
二
相
」
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
『
三
洞
珠
嚢
』
巻
八
「
相
好
品
」
十
三
～
十
四
丁
に
は
、
老
子
の
具
足
す
る
七
十
二
相
八
十
一
好
が
列
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
も
参
考
ま
で
に
以
下
に
挙
げ
る
。 

 
 

其
老
子
第
九
變
之
時
、
身
有
七
十
二
相
、
應
七
十
二
氣
八
十
一
品
也
。
七
十
二
相
者
、
①
頭
圓
法
天
、
②
頂
象
崑
崙
、

③
伏
晨
盤
鬱
、
④
玉
枕
徐
起
、
⑤
皓
髮
如
鶴
、
⑥
長
餘
七
尺
、
⑦
虎
髭
龍
髯
、
⑧
素
潔
如
絲
、
⑨
眉
如
北
斗
、
⑩
色

如
翠
緑
、
⑪
中
有
紫
毛
、
⑫
長
餘
五
寸
、
⑬
耳
無
輪
廓
、
⑭
中
有
三
門
、
⑮
高
平
於
頂
、
⑯
厚
而
且
堅
、
⑰
兩
目
鏡

徹
、
⑱
日
精
紫
光
、
⑲
方
童
秀
朗
、
⑳
規
中
緑
筋
、
㉑
鼻
有
雙
柱
、
㉒
形
如
截
筒
、
㉓
口
方
如
海
、
㉔
脣
如
赤
丹
、

㉕
氣
有
紫
色
、
㉖
其
香
若
蘭
、
㉗
齒
如
含
貝
、
㉘
其
堅
若
銀
、
㉙
數
有
六
八
、
㉚
上
下
均
平
、
㉛
舌
長
且
廣
、
㉜
形

如
錦
文
、
㉝
玉
泉
充
溢
、
㉞
其
味
甘
香
、
㉟
其
聲
如
金
、
㊱
其
音
如
玉
、
㊲
頰
似
横
隴
、
㊳
頤
若
阿
丘
、
㊴
籠
籠
日

角
、
㊵
隱
隱
月
懸
、
㊶
犀
文
直
理
、
㊷
龍
顔
神
變
、
㊸
金
容
黄
色
、
㊹
玉
姿
潤
顔
、
㊺
額
有
三
理
、
㊻
參
午
上
達
、

㊼
天
庭
平
填
、
㊽
兌
面
壽
徵
、
㊾
腹
有
白
痣
、
㊿
頤
有
玉
丸
、

○51

項
有
三
約
、

○52

鶴
素
昂
昂
、

○53

垂
手
過
膝
、
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○54

手
把
十
文
、

○55

指
有
玉
甲
、

○56

身
有
緑
毛
、

○57

背
有
河
魁
、

○58

胸
有
偃
骨
、

○59

心
有
九
孔
、

○60

外
有
錦

文
、

○61

臍
深
一
寸
、

○62

腹
軟
如
綿
、

○63

脚
方
如
矩
、

○64

雙
躡
法
輪
、

○65

足
蹈
二
五
、

○66

指
有
乾
坤
、

○67

内

滋
白
血
、

○68

外
示
老
容
、

○69

身
長
丈
二
、

○70

遍
體
鮮
香
、

○71

行
如
虎
步
、

○72

動
若
龍
趍
。
此
是
七
十
二
相
也
。

○73

左
扶
青
龍
、

○74

右
扶
白
虎
、

○75

頭
生
朱
雀
、

○76

足
履
玄
武
、

○77

身
若
金
剛
、

○78

貌
若
瑠
璃
、

○79

圓
光
五

明
、

○80

頭
上
紫
氣
、

○81

胸
前
眞
字
、
此
九
好
兼
前
七
十
二
相
、
合
成
八
十
一
好
也
。 

 

こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
眞
人
の
七
十
二
相
と
異
な
り
、
老
子
の
七
十
二
相
で
は
、
仏
の
三
十
二
相
に
通

じ
る
も
の
が
見
え
な
い
点
で
あ
る
。
老
子
に
は
、
元
々
、
例
え
ば
『
史
記
』
の
老
子
列
伝
に
見
え
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま

な
伝
承
か
ら
形
成
さ
れ
た
老
子
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
寧
ろ
、
そ
れ
を
核
と
し
て
、
神
仙
的
な
特
徴
を
考
え
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

（
８
）
太
空
：
大
空
の
意
。
『
荘
子
』
外
篇
「
知
北
游
篇
」
に
、
「
是
以
不
過
乎
崑
崙
、
不
游
乎
太
虚
（
是
を
以
て
崑
崙

を
過
ら
ず
、
太
虚
に
游
ば
ず
）
」
と
あ
り
、
金
谷
治
氏
は
こ
の
「
太
虚
」
を
「
大
空
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
（
岩
波
文
庫

『
荘
子
』
（
金
谷
治
訳
注
）
第
三
冊
（
一
九
九
六
年
）
一
六
九
～
一
七
一
頁
参
照
。
）
ま
た
、
『
中
華
道
教
大
辞
典
』
四

五
〇
頁
で
は
、
「
太
虚
」=

「
太
空
」
の
解
釈
を
示
す
。
（
な
お
、
池
田
知
久
氏
は
、
同
氏
全
訳
注
『
荘
子
（
下
）
』

（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
三
一
四
頁
で
、
こ
の
「
太
虚
」
を
、
「
道
の
性
質
の
ひ
と
つ
を
表
し
た
言
葉
」
と

解
釈
し
て
い
る
。
） 
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以
上
、
こ
の
『
荘
子
』
の
例
は
、
「
太
空
」
の
直
接
の
注
釈
に
は
な
ら
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
、
「
太
空
」
即
ち
大
空

の
意
で
「
太
虚
」
が
用
い
ら
れ
る
例
と
し
て
挙
げ
た
。 

 

（
９
）
自
然
至
眞
之
塲
：
「
自
然
」
に
し
て
「
至
真
」
な
る
場
と
は
、
道
教
に
お
け
る
無
為
の
境
地
、
或
は
「
道
」
を
得

た
状
態
、
と
解
釈
し
、
こ
こ
で
は
「
自
然
な
状
態
で
、
且
つ
至
っ
て
真
な
る
場
所
（
無
為
の
境
地
）
に
入
る
」
と
し
た
。 

 

（
10
）
法
輪
偈
頌
三
篇
：
現
行
の
『
正
統
道
蔵
』
に
は
、
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
に
載
せ
る
「
無
上
八
門
開
度
法
輪
偈
頌
」
、

「
轉
輪
滅
度
行
業
偈
頌
」
、
「
轉
輪
命
根
未
盡
偈
頌
」
と
同
文
の
偈
頌
が
見
え
る
の
は
、
『
三
洞
珠
嚢
』
（
前
掲
）
中
の
、

『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
か
ら
の
引
用
を
除
く
と
、
『
三
洞
讚
頌
靈
章
』
（
Ｈ
Ｙ
三
一
四
）
の
み
で
あ
る
。
こ
の
文
献
は
南
宋
の

蒋
宗
瑛
の
号
で
あ
る
「
冲
妙
先
生
」
の
号
が
巻
末
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
代
の
成
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
法
輪
妙

経
』
Ｂ
の
「
無
上
八
門
開
度
法
輪
偈
頌
」
、
「
轉
輪
滅
度
行
業
偈
頌
」
、
「
轉
輪
命
根
未
盡
偈
頌
」
は
、
『
三
洞
讚
頌
靈

章
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
開
度
法
輪
偈
頌
」
、
「
滅
度
行
業
偈
頌
」
、
「
命
根
未
盡
偈
頌
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
の
三
首
の
偈
頌
は
、
こ
の
経
典
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
４
（
四
丁
裏
三
～
五
丁
表
七
）
】 

 
 

無
上
八
門
開
度
法
輪
偈
頌
曰 
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吾
開
八
門
（
注
11
） 

中
有
玉
城 

七
寳
瓊
林 

無
根
而
生 

金
條
穿
互 

䕃
映
上
清 

開
度
法
輪 

通
眞
達
靈 

上
無
不
照 

下
無
不
明 

見
有
道
士 

晨
夕
誦
經 

長
齋
幽
阜
（
注
12
） 

不
倦
晝
㝠 

切
栢
中
餐 

素
水
兼
𤃩 

躬
師
受
法 

時
刻
不
傾 

單
景
巖
宂 

獨
宿
孤
征 

與
鹿
爲
羣 

倚
林
棲
形 
窮
獸
對
蹲 

飛
鳥
哀
鳴 

風
雲
凄
切 

萬
枯
沉
零 
凝
冰
塡
澗 

素
雪
翳
庭 

寒
癘
切
肌 

執
志
殊
精 

契
闊
林
岫 

艱
苦
備
嬰 

勞
不
敢
倦 

極
不
敢
寧 

展
轉
求
道 
遂
感
皇
情 

丹
書
緑
字 

列
圖
玄
名 

神
仙
羽
服
（
注
13
） 

錦
帬
飛
青 

鬱
然
而
降 

焕
落
火
鈴
（
注
14
） 

流
霞
丹
輿 
三
素
飛
軿
（
注
15
） 

入
我
八
門 

乃
知
死
生
（
注
16
） 

皆
由
積
行 

苦
哉
有
情 

此
一
偈
出
太
上
玄
臺
髙
上
老
子
（
注
17
）
。
歷
觀
八
極
（
注
18
）
、
謂
之
八
門
、
而
誦
此
篇
也
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
４
（
四
丁
裏
三
～
五
丁
表
七
）
訓
読
】 

無
上
八
門
開
度
法
輪
偈
頌
に
曰
く 
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吾
れ
八
門
を
開
け
ば 

中
に
玉
城
有
り 

七
寳
瓊
林 

無
根
に
し
て
生
ず 

金
條
穿
互
（
せ
ん
ご
）
し 

上
清
を
䕃
（
お
お
）
ひ
映
す 

法
輪
を
開
度
せ
ば 

眞
に
通
じ
靈
に
達
す 

上
（
か
み
）
照
ら
さ
ざ
る
は
無
く 

下
（
し
も
）
明
ら
か
な
ら
ざ
る
は
無
し 

道
士
有
る
を
見
る
に 

晨
夕
誦
經
す 

幽
阜
に
長
齋
し 

晝
㝠
倦
ま
ず 

栢
を
切
り
て
中
餐
と
し 

素
水
も
て
𤃩
を
兼
ぬ 

師
に
躬
し
て
法
を
受
け 

時
刻
傾
か
ず 

單
り
巖
宂
を
景
し 

獨
り
宿
り
孤
り
征
く 

鹿
と
羣
を
爲
し 

林
に
倚
り
て
形
を
棲
ま
わ
す 

窮
獸
對
蹲
し 

飛
鳥
哀
鳴
す 

風
雲
は
凄
切
に
し
て 

萬
枯
沉
零
す 

塡
澗
に
凝
冰
し 

素
雪
庭
を
翳
ふ 

寒
癘
肌
を
切
る
も 

執
志
殊
ら
精
ら
か
に
し 

林
岫
に
契
闊
し 

艱
苦
備
さ
に
嬰
る 

勞
め
て
敢
へ
て
倦
ま
ず 

極
め
て
敢
へ
て
寧
ろ
に
せ
ず 

展
轉
し
て
道
を
求
め 

遂
に
皇
情
に
感
ず 

丹
書
緑
字
も
て 

玄
名
を
列
圖
す 

神
仙
の
羽
服
は 

錦
帬
飛
青 

鬱
然
と
し
て
降
り 

火
鈴
を
焕
落
す 

流
霞
の
丹
輿 

三
素
の
飛
軿
あ
り 

我
が
八
門
に
入
れ
ば 

乃
ち
死
生
を
知
る
は 

皆
な
行
を
積
む
に
由
る 

苦
し
き
か
な
有
情
は 

此
の
一
偈
は
太
上
玄
臺
髙
上
老
子
に
出
づ
。
八
極
を
歷
觀
す
る
は
、
之
を
八
門
と
謂
ひ
、
而
し
て
此
の
篇
を
誦
す
な

り
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
４
（
四
丁
裏
三
～
五
丁
表
七
）
現
代
語
訳
】 

 
 

『
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輪
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無
上
八
門
開
度
法
輪
偈
頌
に
い
う 

私
が
八
門
を
開
く
と
、
中
に
玉
で
出
来
た
美
し
い
城
が
有
り
、
七
寳
の
瓊
林
（
玉
で
出
来
た
木
の
林
）
は
、
根
が
な
い
の

に
生
え
て
い
て
、
金
の
細
い
枝
が
互
い
に
間
を
縫
う
よ
う
に
重
な
り
、
上
清
の
天
を
䕃
（
お
お
）
い
照
り
映
え
て
い
た
。 

道
の
教
え
（
法
輪
）
を
も
っ
て
悟
り
を
開
き
彼
岸
に
渡
れ
ば
、
そ
れ
は
眞
に
通
じ
て
靈
妙
な
境
地
に
達
す
る
。 

上
（
か
み
）
で
は
照
ら
さ
な
い
も
の
は
無
く
、
下
（
し
も
）
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
も
の
は
無
い
。
私
が
見
る
と
道
士
が

い
て
、
朝
夕
に
誦
經
し
て
い
る
。 

（
道
士
は
）
人
里
離
れ
た
場
所
で
長
齋
し
て
、
（
修
行
を
）
昼
も
夜
も
倦
ま
ず
に
行
っ
て
い
る
。
栢
（
の
葉
）
を
切
っ
て

昼
食
と
し
、
た
だ
の
水
を
清
ら
か
な
冷
た
い
水
の
よ
う
に
飲
む
。 

師
の
前
に
身
を
か
が
め
て
教
え
を
受
け
、
時
間
を
か
け
る
こ
と
な
く
（
す
ぐ
に
教
え
を
理
解
し
）
、
単
身
深
い
洞
宂
を
景

仰
し
、
（
そ
こ
に
）
ひ
と
り
で
宿
り
ひ
と
り
で
遠
方
を
目
指
し
て
い
く
。 

鹿
と
羣
れ
を
な
し
、
林
の
中
に
身
を
棲
ま
わ
せ
れ
ば
、
腹
を
す
か
せ
た
獣
も
そ
の
前
に
う
ず
く
ま
り
、
飛
ぶ
鳥
は
哀
し
げ

な
鳴
き
声
を
上
げ
る
。 

風
雲
は
身
に
染
み
て
悲
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
よ
ろ
ず
の
も
の
は
枯
れ
て
水
に
沉
む
。
谷
間
を
塡
め
て
結
氷
し
、
真
っ
白
な

雪
が
庭
を
翳
う
。 

厳
し
い
寒
さ
が
肌
を
切
っ
て
も
、
強
い
志
を
殊
ら
つ
ま
び
ら
か
に
し
て
、
奥
深
い
山
林
の
中
で
（
人
と
は
）
久
し
く
会
う

こ
と
な
く
、
艱
苦
は
身
に
備
さ
に
ま
と
わ
り
つ
く
。 
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苦
労
し
て
も
敢
え
て
倦
む
こ
と
な
く
、
（
道
の
教
え
を
）
極
め
て
も
敢
え
て
そ
れ
で
安
心
し
て
し
ま
う
こ
と
は
せ
ず
、
巡

り
移
り
な
が
ら
道
を
求
め
続
け
れ
ば
、
遂
に
は
天
上
の
大
い
な
る
神
の
心
に
感
応
す
る
。 

天
上
界
の
神
聖
な
文
字
で
、
神
仙
と
な
る
べ
き
者
と
し
て
自
分
の
名
が
書
き
列
ね
ら
れ
る
。
神
仙
の
身
に
着
け
る
羽
服
は
、

錦
の
帬
（
は
か
ま
）
に
飛
青
の
文
様
で
あ
る
。 

（
神
仙
は
）
立
派
な
お
姿
で
（
地
上
に
）
降
り
て
来
ら
れ
、
（
四
方
を
照
ら
す
神
仙
の
道
具
で
あ
る
）
火
鈴
を
光
り
輝
か

せ
、
「
流
霞
丹
輿
」
と
い
う
天
上
の
乗
り
物
で
あ
る
赤
い
輿
や
、
「
三
素
飛
軿
」
と
い
う
三
色
で
彩
ら
れ
た
空
を
飛
ぶ
車

を
と
も
な
わ
れ
て
い
る
。 

我
が
八
門
に
入
れ
ば
、
乃
ち
死
と
生
を
交
互
に
繰
り
返
す
転
生
の
こ
と
を
知
る
の
は
、
皆
な
そ
れ
ま
で
の
修
行
を
積
ん
だ

こ
と
に
由
る
。
情
が
有
る
（
悟
り
に
達
し
て
い
な
い
）
と
い
う
こ
と
は
、
な
ん
と
苦
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

此
の
一
偈
は
太
上
玄
臺
の
髙
上
老
子
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
世
界
の
八
方
位
に
あ
る
世
界
を
觀
て
廻
り
、
こ
れ
を

八
門
で
あ
る
と
い
い
、
そ
う
し
て
此
の
篇
を
誦
し
た
の
で
あ
る
。 

 

【
テ
キ
ス
ト
４
（
四
丁
裏
三
～
五
丁
表
七
）
語
釈
・
注
釈
】 

（
11
）
八
門
：
こ
の
「
八
門
」
は
、
『
太
上
玄
一
眞
人
説
三
途
五
苦
勸
誡
經
』
（
Ｈ
Ｙ
四
五
五
、
以
下
、
『
法
輪
妙
経
』

Ｃ
）
で
、
神
格
で
あ
る
「
道
」
が
出
遊
す
る
、
東
、
西
、
南
、
北
、
東
北
、
西
南
、
東
南
、
西
北
の
方
位
に
向
か
っ
て
開

か
れ
る
八
つ
の
門
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
法
輪
妙
経
』
Ｃ
で
は
、
そ
こ
か
ら
外
へ
出
て
行
き
、
世
界
の
八
方
位
に
あ
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る
場
所
を
巡
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
八
門
」
が
開
か
れ
る
と
、
中
に
玉
城
と
七
宝
の
玉
で
出
来
た
木
の

林
が
見
え
る
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
八
門
」
と
は
、
世
界
の
八
方
位
、
即
ち
上
下
方
向
を
除
く
全
方
位
か
ら
、

世
界
の
中
心
に
至
る
門
と
し
て
、
こ
こ
で
は
記
述
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。 

 

（
12
）
幽
阜
：
人
里
離
れ
た
場
所
。
『
太
上
洞
玄
靈
寶
眞
一
勸
誡
法
輪
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
四
六
、
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
）
の

冒
頭
で
も
、
仙
公
が
天
台
山
の
山
中
で
修
行
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

（
13
）
仙
羽
服
：
神
仙
が
「
錦
裙
飛
青
」
の
羽
服
を
着
け
て
い
る
こ
と
は
、
六
朝
期
の
道
典
に
は
よ
く
見
え
る
表
現
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
、
こ
の
よ
う
な
神
仙
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
あ
る
程
度
、
固
定
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
る
。
服
飾
史
か
ら
見
る
と
、
魏
晋
南
北
朝
期
に
は
、
文
人
逸
士
の
身
に
着
け
る
冬
用
衣
類
の
中
に
、
鶴
氅
（
か

く
し
ょ
う
）
と
い
う
、
裘
衣
の
上
に
猛
禽
類
の
羽
毛
を
縫
い
綴
っ
た
、
蓑
状
の
防
寒
着
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
当
時
、
一
般
に
想
像
さ
れ
て
い
た
神
仙
の
羽
服
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
当
時
の
神
仙
の
羽
服
が

ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
に
、
台
湾
の
故
宮
博
物
院
所
蔵
、
東
晋
の
顧
愷
之
の
『
洛
神
賦

図
』
（
宋
代
模
写
本
）
が
あ
る
。
そ
の
絵
の
中
で
は
、
神
仙
の
一
人
が
、
肩
に
羽
毛
状
の
蓑
の
よ
う
な
形
の
シ
ョ
ー
ル
を

着
け
、
腰
に
も
羽
毛
状
の
腰
蓑
に
似
た
丈
の
短
い
ス
カ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の
を
巻
き
付
け
て
い
る
。
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
は
、

「
神
仙
羽
服
」
が
「
裙
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
道
典
の
記
述
と
、
『
洛
神
賦
図
』
で
神
仙
が
腰
に
巻
き
付
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け
て
い
る
羽
毛
の
腰
蓑
状
の
衣
類
の
形
状
は
合
致
す
る
。
（
魏
晋
南
北
朝
期
の
羽
服
に
つ
い
て
は
、
劉
小
雪
著
『
我
在
魏

晋
穿
什
麼
』
（
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
二
四
年
）
の
第
三
章
「
文
人
逸
士
服
飾
」
の
二
、
「
鶴
氅―

鷙
毛
爲
衣
、
取
其

潔
日
」
の
記
事
及
び
図
版
を
参
照
し
た
。
故
宮
博
物
院
の
『
洛
神
賦
図
』
に
つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
画
像
コ
ン
テ
ン
ツ

保
護
等
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
使
用
は
で
き
な
い
為
、
絵
か
ら
神
仙
羽
服
の
イ
ラ
ス
ト
を
起
こ
し
て
み
た
（
図
１
）
。 

図
１ 

 

 

※
な
お
、
服
飾
に
於
け
る
「
飛
青
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
紋
様
な
の
か
、
現
時
点
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
神
仙

の
服
装
の
表
現
に
見
え
る
文
様
に
つ
い
て
は
、
『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
第
31
号
の
、
「
『
太
上
洞
玄
靈
寳
眞
一
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勸
誡
法
輪
妙
經
』
訳
注
ノ
ー
ト
」
（
林
・
浅
野
）
の
注
22
参
照
の
こ
と
。 

 

（
14
）
火
鈴
：
「
火
鈴
」
は
、
古
霊
宝
経
典
を
含
め
た
南
北
朝
期
の
道
典
に
散
見
す
る
神
仙
の
持
つ
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
。

例
え
ば
古
霊
宝
経
の
『
上
清
太
極
隠
注
玉
經
寶
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
四
二
五
）
に
「
身
服
羅
帔
玉
佩
火
鈴
（
身
に
羅
帔
玉
佩
火
鈴

を
服
す
）
」
（
一
丁
裏
）
、
上
清
経
の
『
太
上
玉
佩
金
璫
太
極
金
書
上
經
』
（
Ｈ
Ｙ
五
六
）
に
、
「
腰
帶
鳳
章
流
金
火
鈴

（
腰
に
鳳
章
流
金
火
鈴
を
帶
ぶ
）
」
（
三
丁
裏
）
と
あ
り
、
神
仙
が
身
に
佩
び
る
物
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
「
火

鈴
」
は
、
炎
の
よ
う
な
形
を
し
た
、
光
を
発
し
て
輝
き
照
ら
す
も
の
、
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

陶
弘
景
撰
『
登
眞
隠
訣
』
（
Ｈ
Ｙ
四
二
一
）
巻
上
の
「
九
宮
」
の
紫
戸
大
神
と
青
房
大
神
に
つ
い
て
の
記
述
中
、
「
手
執

流
金
鈴
（
手
に
流
金
鈴
を
執
る
）
」
、
そ
の
後
に
細
字
で
「
各
執
一
鈴
、
両
手
供
把
之
。
流
金
鈴
即
火
鈴
也
。
無
質
而
赤
光
。

状
如
火
爛
之
形
（
各
ゝ
一
鈴
を
執
り
、
両
手
供
に
之
を
把
む
。
流
金
鈴
即
ち
火
鈴
な
り
。
質
無
く
し
て
赤
き
光
あ
り
。 

状
は

火
爛
の
形
の
如
し
）
」
（
七
丁
裏
）
と
あ
り
、
こ
の
二
神
が
炎
の
よ
う
な
形
状
の
、
赤
い
光
を
放
つ
「
流
金
鈴
」
と
い
う

火
鈴
を
一
つ
ず
つ
手
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
15
）
三
素
飛
軿
：
「
三
素
」
に
つ
い
て
は
前
掲
の
陶
弘
景
撰
『
登
眞
隠
訣
』
巻
中
に
「
存
目
中
各
有
紫
青
絳
三
色
氣
出

目
前
。
此
是
内
按
三
素
雲
、
以
灌
合
童
子
也
（
目
中
に
各
ゝ
紫
青
絳
三
色
の
氣
有
り
目
前
に
出
づ
る
を
存
す
。
此
れ
は
是

れ
内
に
三
素
の
雲
を
按
じ
、
以
っ
て
童
子
を
灌
合
す
る
な
り
）
」
（
一
丁
表
）
と
見
え
る
。
ま
た
、
『
洞
玄
靈
寳
丹
水
飛
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衍
運
度
小
劫
妙
經
』
（
Ｈ
Ｙ
三
二
〇
、
※
陸
修
静
が
霊
宝
経
の
目
録
を
編
ん
だ
時
点
で
は
未
成
書
と
さ
れ
て
い
る
霊
宝

経
）
に
は
、
「
元
始
天
尊
言
、
三
素
者
紫
素
黃
素
白
素
是
也
（
元
始
天
尊
言
ふ
、
三
素
と
は
紫
素
黃
素
白
素
是
れ
な

り
）
」
（
五
丁
裏
）
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
見
る
と
、
六
朝
期
の
道
典
中
の
「
三
素
」
は
、
色
の
組
み
合
わ
せ
は
異

な
っ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
三
色
の
気
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
三
素
飛
軿
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
『
元
始
无
量
度
人
上
品
妙
經
四
注
』
（
Ｈ
Ｙ
八
七
）
巻
二
の
本
文
「
並
乗
飛
雲
丹
輿
緑
輦
羽
蓋
瓊
輪
（
並
び
に
飛

雲
の
丹
輿
緑
輦
羽
蓋
瓊
輪
に
乗
る
）
」
に
、
南
斉
・
厳
東
が
付
し
た
注
に
「
東
曰
、
飛
雲
者
、
三
素
雲
也
。
丹
赤
也
、
緑

碧
也
、
羽
旄
也
、
蓋
覆
也
、
瓊
玉
也
。
十
方
大
聖
飛
天
神
王
、
各
乗
丹
霞
之
輿
、
碧
霞
之
輦
、…

…

（
以
下
略
）
。
（
東

曰
く
、
飛
雲
と
は
、
三
素
雲
な
り
。
丹
赤
な
り
、
緑
碧
な
り
、
羽
旄
な
り
、
蓋
覆
な
り
、
瓊
玉
な
り
。
十
方
大
聖
飛
天
神
王
、

各
ゝ
丹
霞
の
輿
、
碧
霞
の
輦
に
乗
り
、…

…

（
以
下
略
）
）
」
（
二
二
丁
表
～
裏
）
云
々
と
あ
り
、
ま
た
、
古
霊
宝
経
の

『
洞
玄
靈
寶
二
十
四
生
圖
経
』
（
Ｈ
Ｙ
一
三
九
六
）
に
「
（
後
聖
李
君
）…

…

値
元
始
天
王
乘
八
景
玉
輿
、
駕
九
色
玄
龍

三
素
飛
雲
、
𨗳
從
羣
仙
、
手
把
華
幡
、
獅
子
白
鶴
嘯
歌
邕
邕
、
浮
空
而
來
、
同
㑹
西
河
之
上
（
（
後
聖
李
君
）…

…

元
始

天
王
の
八
景
玉
輿
に
乘
り
、
九
色
の
玄
龍
も
て
三
素
の
飛
雲
を
駕
し
、
羣
仙
を
𨗳
從
し
、
手
に
華
幡
を
把
す
に
値
ふ
。
獅

子
白
鶴
は
嘯
歌
す
る
こ
と
邕
邕
。
空
に
浮
き
て
來
り
、
西
河
の
上
に
同
會
す
）
」
（
三
丁
表
～
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
三
素
の
～
」
と
い
う
表
現
は
、
神
仙
を
載
せ
て
空
を
飛
ぶ
乗
り
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
三
素
飛
軿
」

が
、
三
色
の
気
で
作
ら
れ
た
天
上
界
の
乗
り
物
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
偈
頌
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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（
16
）
死
生
：
死
ん
で
ま
た
生
ま
れ
る
こ
と
。
即
ち
、
転
生
の
意
味
。 

 

（
17
）
太
上
玄
臺
髙
上
老
子
：
こ
の
神
格
名
は
、
太
上
の
玄
臺
に
お
わ
す
高
上
老
子
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
と
考
え
る
。

古
霊
宝
経
の
一
つ
、
『
太
極
左
仙
公
請
問
經
』
巻
上
（
『
正
統
道
蔵
』
未
収
録
。
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
は
敦
煌
残
簡
Ｓ
一

三
五
一
。
以
下
『
請
問
經
』
上
巻
）
の
冒
頭
部
分
は
、
「
仙
公
稽
首
、
禮
太
上
太
極
高
上
老
子
無
上
法
師
（
仙
公
稽
首
し
、

太
上
太
極
高
上
老
子
無
上
法
師
に
禮
す
）
」
（
大
淵
忍
爾
編
『
敦
煌
道
教
経
・
図
録
編
』
、
福
武
書
店
、
一
九
七
八
年
、

八
六
頁
上
段
一
行
目
）
と
い
う
文
で
始
ま
り
、
こ
こ
に
「
太
上
太
極
高
上
老
子
無
上
法
師
」
と
い
う
神
格
名
が
見
え
る
。

こ
の
神
格
名
は
、
『
請
問
經
』
巻
上
で
は
冒
頭
以
降
、
経
文
中
で
は
「
高
上
老
子
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

「
太
上
太
極
」
は
、
「
高
上
老
子
」
を
修
飾
す
る
語
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
よ
う
に
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
で

も
、
「
太
上
玄
臺
」
は
「
高
上
老
子
」
を
修
飾
す
る
語
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
『
請
問
經
』
巻
上
の
「
太
上
太
極
高
上
老

子
」
と
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
の
「
太
上
玄
臺
高
上
老
子
」
は
、
い
ず
れ
も
「
高
上
老
子
」
と
い
う
同
名
の
神
格
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
「
高
上
老
子
」
は
、
『
請
問
經
』
巻
上
で
は
、
冒
頭
の
文
か
ら
判
る
よ
う
に
、
仙
公
が
直
接
、
教
え
を

乞
う
師
の
立
場
に
あ
る
神
格
で
あ
る
。
ま
た
、
『
請
問
經
』
の
巻
下
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
太
上
洞
玄
靈
寶

本
行
宿
縁
經
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
〇
六
、
以
下
、
『
請
問
經
』
巻
下
）
で
は
冒
頭
、
仙
公
の
師
は
「
太
極
眞
人
高
上
法
師
」

（
一
丁
表
）
と
表
記
さ
れ
、
以
降
は
「
法
師
」
或
い
は
「
太
極
眞
人
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
太
極
眞
人
は
「
我
名

徐
來
勒
、
字
洪
元
甫
（
我
が
名
は
徐
來
勒
、
字
は
洪
元
甫
）
」
（
十
三
丁
裏
）
と
、
自
ら
徐
來
勒
を
名
乗
っ
て
い
る
。
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『
請
問
經
』
巻
下
で
仙
公
の
師
で
あ
る
「
高
上
法
師
」
が
、
『
請
問
經
』
巻
上
で
仙
公
の
師
で
あ
る
「
高
上
老
子
」
と
同

一
の
神
格
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
太
極
眞
人
徐
來
勒
」
が
仙
公
の
師
で
あ
る
こ
と
は
、
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
の
二
丁
裏
に
も

見
え
る
の
で
、
こ
れ
は
「
高
上
老
君
」
と
同
一
の
神
格
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
『
請
問
經
』
巻
下
で
は
、

「
太
極
眞
人
復
作
奉
誡
頌
曰
（
太
極
眞
人
復
た
奉
誡
の
頌
を
作
し
て
曰
く
）
」
（
四
丁
裏
）
と
あ
り
、
「
太
極
眞
人
」
が

十
戒
を
奉
ず
る
こ
と
に
関
す
る
頌
を
作
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
の
頌
と
、
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
の
「
無
上
八
門
開
度
法
輪

偈
頌
」
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
仙
公
が
偈
頌
を
通
し
て
師
か
ら
教
え
を
受
け
る
、
と
い
う
構
造
は
共
通
し
て
い

る
。
但
し
、
『
請
問
經
』
巻
下
で
は
、
仙
公
は
直
接
、
頌
を
通
し
て
「
太
極
眞
人
」
で
あ
る
「
高
上
法
師
」
か
ら
教
え
を

受
け
る
の
に
対
し
て
、
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
で
は
、
太
上
玄
一
眞
人
が
、
『
法
輪
偈
頌
』
三
篇
の
一
つ
と
し
て
、
「
高
上
老

子
」
か
ら
出
た
偈
頌
を
伝
授
す
る
、
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
『
法
輪
妙
経
』
Ａ
で
示
さ
れ
る
師
弟
関
係
で
は
、
「
太

極
眞
人
徐
來
勒
」
は
、
か
つ
て
仙
公
を
教
え
た
過
去
の
師
で
あ
り
、
直
接
、
仙
公
が
教
え
を
受
け
る
今
の
師
は
、
三
人
の

「
太
上
玄
一
眞
人
」
で
あ
る
。
『
法
輪
妙
経
』
Ｂ
で
も
、
偈
頌
の
伝
授
の
場
面
に
於
い
て
、
「
高
上
老
君
」
の
頌
が
、

「
太
上
玄
一
眞
人
」
を
介
し
て
伝
授
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
太
極
眞
人
徐
來
勒
と
仙
公
の
師
弟
関
係
を
過
去
の
も

の
と
し
、
新
た
に
太
上
玄
一
眞
人
と
仙
公
の
師
弟
関
係
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
、

『
法
輪
妙
経
』
の
成
立
が
、
『
請
問
經
』
よ
り
後
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
（
『
法
輪
妙
経
』
の
成
立
時
期
を
含
め
た
考

察
に
関
し
て
は
、
林
佳
恵
の
拙
論
「
古
霊
宝
経
に
於
け
る
『
法
輪
罪
福
』
の
位
置
付
け―

陸
修
靜
に
よ
る
霊
宝
経
典
分
類

の
再
考
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
四
〇
号
、
二
〇
二
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
）
な
お
、
時
代
は
下
る
が
、
『
道

 
 

『
太
上
玄
一
眞
人
說
勸
誡
法
輪
妙
經
』
（
『
法
輪
妙
経
』
B
）
訳
注
ノ
ー
ト
（
二
） 

（
林
・
浅
野
） 
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門
經
法
相
承
次
序
』
（
Ｈ
Ｙ
一
一
二
〇
）
巻
下
の
一
丁
裏
に
は
、
神
格
化
さ
れ
た
老
子
で
あ
る
「
太
上
老
君
」
の
尊
神
名
、

「
玄
中
大
法
師
」
の
持
つ
十
号
が
列
記
さ
れ
、
四
番
目
に
「
高
上
老
子
」
が
見
え
る
。 

 

（
18
）
八
極
：
「
八
極
」
は
、
一
般
に
は
四
方
（
東
西
南
北
）
と
四
隅
（
乾
、
坤
、
巽
、
艮
）
の
八
方
、
ま
た
八
方
全

土
を
言
う
。
乾
は
西
北
、
坤
は
西
南
、
巽
は
東
南
、
艮
は
東
北
を
指
す
。
但
し
、
こ
こ
で
の
「
八
極
」
は
、
『
法
輪
妙

経
』
Ｃ
（
注
11
参
照
）
で
、
神
格
で
あ
る
「
道
」
が
八
門
を
出
遊
し
て
赴
く
八
つ
の
無
極
世
界
の
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の
八
つ
の
無
極
世
界
と
は
、
東
極
世
界
、
西
極
世
界
、
南
極
世
界
、
北
極
世
界
、
東
北
世
界
、
西
南

世
界
、
東
南
世
界
、
西
北
世
界
の
八
つ
の
世
界
で
あ
る
。 

  

【
付
記
】 

『
法
輪
妙
經
』
Ｂ
は
、
僅
か
七
丁
の
短
い
経
典
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
テ
キ
ス
ト
２
～
４
（
二
丁
裏
二
～
五
丁
表
七
）
ま

で
を
、
訳
注
ノ
ー
ト
（
二
）
と
し
て
公
開
し
た
。
偈
頌
三
篇
の
う
ち
の
、
「
轉
輪
滅
度
行
業
偈
頌
」
と
「
轉
輪
命
根
未
盡

偈
頌
」
二
篇
を
含
む
残
り
約
二
丁
分
の
訳
注
は
、
次
回
、
訳
注
ノ
ー
ト
（
三
）
と
し
て
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。 
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